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縄文太鼓を体験
～第10回とうや湖縄文まつり～



今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2018 年８月 2

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,171人
女 ………………………… 4,742人
計 ………………………… 8,913人
世帯 …………………… 4,928世帯

（－３）
（－８）
（－ 11）
（－１）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜６月 30 日現在＞

目 次
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2018 年
（平成30年）

NO.149

とうやこ

ジオパーク通信19

イベントカレンダー20

３ pickup news
少年野球チーム　虻田ジュニアオーシャン
チーム初の全国大会出場
ワンポイント手話

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol. ５

16

４ 生活を支えるバス運行

22 spotlight
えんプロジェクト代表　小林裕司さん
東奔西走／今月のワンショット

さわやかだより
口腔がん検診を受けましょう

15

お知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

6 祝　北海道・北東北の縄文遺跡群
世界文化遺産推薦候補に選定
ごみの野焼き（野外焼却）は禁止されています７

８ まちのわだい

納屋　英門くん
　      （えもん）

豪一さん・星さん
５月７日生　曙

渡邊　桜乃介くん
　    （おうのすけ）

岳雄さん・幸恵さん
５月２日生　虻６区

大西　陽音ちゃん
　  （はるの）

諒さん・由佳さん
５月６日生　洞第５

渡邉　慎くん
　　　  （しん）

剛さん・麗捺さん
５月 21 日生　虻 4 区

サマーフェスタ 2018in 洞爺湖21

消防だより17

あぶた福祉会18

ダウンロードはこちらから→

　いつでもどこでも広報紙を読むことができるスマートフォ
ン・タブレット用無料アプリです。毎月広報紙が発行される
とお知らせが届きます。

ダウンロードはこちらから→

とお知らせが届きます。

広報とうやこ
議 会 だ よ り
がスマートフォン
で見られます！

　第 10 回とうや湖縄文ま
つりが７月 16 日、入江貝
塚公園で開催されました。　
　10 周年を記念して縄文
演奏家の茂呂剛伸さんがゲ
スト参加。縄文土器をかた
どった縄文太鼓とジャンベ
太鼓の演奏体験が行われ、
力強い音色が響き渡りまし
た。
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第２回目は平成 30 年度採用産業振興課
松崎尋健です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

「おはよう」

右手のこぶしをこめかみにあて

「おはよう」

さっと下におろす

手話
ワンポイント

　
　
内
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
虻
田

　
　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
シ
ャ
ン
が
、

第
７
回
北
海
道
C
１
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
（
一
般
社
団
法
人
北
海
道

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
協
会
主

催
）
で
３
位
の
成
績
を
収
め
、
８

月
11
日
か
ら
兵
庫
県
淡
路
島
で
行

わ
れ
る
第
40
回
全
日
本
都
市
対
抗

少
年
野
球
淡
路
島
大
会
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
昭
和
47
年
の
チ
ー

ム
発
足
以
来
、
全
国
大
会
の
切
符

を
手
に
し
た
の
は
初
め
て
。

ー
ム
90
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
３
チ
ー
ム
リ
ー
グ
戦

で
の
ラ
ウ
ン
ド
１
、
ラ
ウ
ン
ド
２

の
各
ス
テ
ー
ジ
を
勝
ち
上
が
り
、

ベ
ス
ト
４
ま
で
進
出
し
ま
し
た
。

　
７
月
３
日
に
は
、
同
大
会
出
場

の
報
告
の
た
め
、
役
場
を
訪
問

し
、
主
将
の
工
藤
陽
大
さ
ん
（
虻

田
小
６
年
）
が
「
チ
ー
ム
一
丸
と

な
っ
て
最
高
の
プ
レ
ー
を
し
て
き

ま
す
」
と
真
屋
町
長
に
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。
町
長
は
そ
れ
に

応
え
て「
北
海
道
の
代
表
と
し
て
、

精
一
杯
力
を
発
揮
し
て
き
て
く
だ

さ
い
」
と
ナ
イ
ン
を
力
強
く
激
励

し
ま
し
た
。

少年野球チーム
虻田ジュニアオーシャン

全国大会出場

町
真屋町長に全国大会出場を報告した虻田ジュニアオーシャンのメンバー

全国大会出場全国大会出場
チーム初の

C
1
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
４
月

下
旬
か
ら
、
道
内
の
少
年
野
球
チ



　
　

近
、「
運
転
免
許
を
返
納
し

　
　
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
そ

の
あ
と
ど
う
や
っ
て
外
出
し
た
ら

い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
言
っ
た
声

を
耳
に
し
ま
す
。
一
方
で
「
バ
ス

の
利
用
者
が
減
っ
て
、
空
で
運
行

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
は
、
都

市
間
の
移
動
だ
け
で
な
く
、
生
活

す
る
た
め
に
必
要
な
外
出
を
支
え

　
　

近
、「
運
転
免
許
を
返
納
し

　
　
よ
う
と
考
え
て
い
る
が
、
そ

の
あ
と
ど
う
や
っ
て
外
出
し
た
ら

広報とうやこ　2018 年８月 ４

①
路
線
バ
ス

　

道
南
バ
ス
㈱
で
運
行
し
て
い

て
、
町
内
の
地
域
間
だ
け
で
な

く
、
都
市
間
を
結
ぶ
交
通
手
段
と

な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
数
な
ど

に
よ
っ
て
黒
字
・
赤
字
の
路
線
が

あ
り
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
収
支
が
と
れ
て

い
な
い
路
線
で
も
、
通
学
や
生
活

に
欠
か
せ
な
い
路
線
は
、
赤
字
を

補
い
な
が
ら
バ
ス
運
行
を
継
続

し
、
そ
の
額
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

生活を支える
バス運行

　
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
は
、
利

用
す
る
人
が
支
払
う
運
賃
だ
け
で

な
く
、
国
や
北
海
道
、
ま
た
市
町

村
の
補
助
金
な
ど
を
財
源
と
し
て

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

■問合せ　企画防災課企画グループ（☎ 74-3004）

バ
ス
の
運
行
経
費
は

ど
の
よ
う
に
賄
わ
れ
て
い
る
の
？

町
内
で
は
ど
の
よ
う
な
バ
ス
を

運
行
し
て
い
る
の
？

10,500
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12,500

13,000
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14,000

平成 30年度平成 29年度平成 28年度平成 27年度平成 26年度

（千円）
路線バスの赤字を補っている額の推移
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16,000

20,000
ふるさと納税寄付金
洞爺湖町負担額
国庫支出金
利用料金

平成30年度平成 29年度平成 28年度平成 27年度平成 26年度

（千円）
コミュニティバス・タクシー・買い物支援バスの経費

最

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー

　
町
内
で
路
線
バ
ス
が
運
行
し
て

い
な
い
地
域
の
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
許
可
を
得
て
独
自
に

運
行
し
て
い
ま
す
。

　
虻
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

を
道
南
バ
ス
㈱
、
洞
爺
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
洞
爺
湖
町
、

花
和
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク

シ
ー
を
道
南
ハ
イ
ヤ
ー
㈱
が
運
行

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
数
は
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。

③
買
い
物
支
援
バ
ス

　
ス
ー
パ
ー
が
な
く
な
り
、
地
域

で
の
買
い
物
が
不
便
と
な
っ
て
い

る
洞
爺
地
区
と
洞
爺
湖
温
泉
地
区

を
対
象
に
、
市
街
地
ま
で
買
い
物

に
行
く
た
め
の
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。

　
運
行
経
費
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄

付
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
買
い

物
支
援
バ
ス
の
利
用
者
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

④
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

　
民
間
の
タ
ク
シ
ー
や
鉄
道
も
公

共
交
通
の
ひ
と
つ
で
す
。
通
院
に

限
っ
た
も
の
や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
場
合
に
利
用
で
き
る
福
祉
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

る
大
切
な
移
動
手
段
で
す
。
特
に

高
齢
者
や
学
生
な
ど
、
他
に
移
動

手
段
が
少
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。　

　

自
家
用
車
を
運
転
す
る
な
ど
、

今
は
公
共
交
通
を
あ
ま
り
必
要
と

感
じ
て
い
な
い
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
必
要
な
と
き
に
誰

も
が
利
用
で
き
る
身
近
な
公
共
交

通
・
バ
ス
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

※平成 30 年度は見込み。

11,744 11,920
12,369

13,443 13,443

※平成 26 年度は 10 月から３月分。
平成 30 年度は見込み。

6,723

9,393 11,590 10,788 10,771

6,271 4,971 3,953 3,115

1,700 2,000

3 429 427 924 1,477

6,726

16,093 16,988 17,365 17,363



時
刻
表
の
配
布
場
所
︵
無
料
︶

・
道
南
バ
ス
事
業
所
、
バ
ス
車
内

・
役
場
企
画
防
災
課
、
洞
爺
湖
温

泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支
所

・
道
南
バ
ス
㈱
と
洞
爺
湖
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

※
希
望
す
る
人
に
は
郵
送
し
ま

す
。

　
バ
ス
運
行
は
、
道
路
環
境
や
利

用
者
数
、
運
行
経
費
な
ど
に
よ
り

運
行
ル
ー
ト
や
回
数
、
時
間
な
ど

が
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
町
内

全
域
を
バ
ス
だ
け
で
カ
バ
ー
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で

も
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
や
運
行
事
業
者

な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
時

刻
や
ル
ー
ト
を
見
直
し
て
い
き
ま

す
。

　
利
用
者
が
減
少
し
、
採
算
性
が

見
込
め
な
く
な
る
と
減
便
や
廃
止

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん
に
１
回

で
も
多
く
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

で
安
定
し
た
運
行
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
積
極
的
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。
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バ
ス
運
行
は
１
回
の
利
用
料
金

が
安
価
で
済
む
、
定
期
的
に
運
行

し
て
い
る
、
一
度
に
多
く
の
人
を

輸
送
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
バ
ス
路
線
か
ら
遠
い
と

こ
ろ
の
人
に
は
利
用
し
に
く
い
、

希
望
の
時
間
や
ル
ー
ト
が
あ
る
と

は
限
ら
な
い
と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。

　
バ
ス
の
時
刻
表
は
、
路
線
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
慣
れ
て
い
な
い

人
に
と
っ
て
は
ど
の
バ
ス
に
乗
れ

ば
い
い
か
わ
か
り
に
く
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
利
用
す
る
人
に
合
わ
せ

て
、
自
宅
近
く
か
ら
目
的
地
ま
で

の
往
復
の
時
刻
表（
マ
イ
時
刻
表
）

を
作
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
企
画
防
災
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・便数を増やしてほしい。
・接続が悪いので、乗継しやすい時間にしてほしい。
・運行時間を変えて欲しい。
・１便あたりの時間を短くしてほしい。
・買い物をする時間を確保してほしい。
・小型バスにして、こまめに回ってほしい。
・乗合タクシーにしてほしい。
・回数券などを発行してほしい。
・両替機をつけてほしい。
・乗っていないルートを削ってほしい。
・バスが来ない場所を、利用できるようにしてほしい。

など

　現在の利用状況と、変更した後の運行経費や運転手
の配置などが継続可能かどうかを検証しながら、引き
続き検討していきます。
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虻田コミュニティバス

平成30年度平成 29年度平成 28年度平成 27年度平成 26年度

洞爺コミュニティバス
花和コミュニティタクシー 買い物支援バス

（人） １便あたり利用者数

※平成 30 年度は４月から６月の実績値

虻田地区・洞爺地区コミュニティバスが
一部変更となります
　意見交換会やアンケートなどで皆さん
から寄せられた意見などをふまえ、10 月
１日から虻田地区コミュニティバス、洞
爺地区コミュニティバスの時刻表とルー
トの一部が変更となります。

　詳しくは９月号の回覧や
ホームページなどでお知らせ
します。（花和地区コミュニ
ティタクシーと買い物支援バ
スは変更ありません）

皆さんの声 意見交換会などで寄せられた
意見などの中から抜粋（ （

バ
ス
の
良
い
と
こ
ろ

悪
い
と
こ
ろ
は
？

バ
ス
時
刻
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

将
来
に
わ
た
っ
て

運
行
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は

10月１日から

8.9

10.9
11.9

13.4

5.4 5.2 5.3 5.3
4.5

3.0 2.7 3.2
2.6

1.9

2.2 1.8 2.1 2.1 1.6
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北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群

世
界
文
化
遺
産
推
薦
候
補
に
選
定

祝

　
　
爺
湖
町
の
入
江
・
高
砂
貝
塚

　
　
を
含
む
17
の
遺
跡
で
構
成
す

る
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺

跡
群
」
が
平
成
30
年
度
の
ユ
ネ
ス

コ
世
界
文
化
遺
産
の
国
内
推
薦
候

補
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
19

日
に
国
の
文
化
審
議
会
世
界
文
化

遺
産
部
会
で
決
定
。

　
平
成
25
年
か
ら
毎
年
推
薦
書
案

を
国
に
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

選
考
さ
れ
ず
、
６
回
目
の
挑
戦
で

推
薦
候
補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
７
月
19
日
に
は
、
選
定
の
知
ら

せ
を
受
け
て
役
場
で
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
、
森
寿
浩
副
町
長
と
遠

藤
秀
男
教
育
長
、
ア
プ
タ
フ
レ
ナ

イ
の
会
神
馬
久
夫
会
長
が
く
す
玉

を
割
り
、
祝
い
ま
し
た
。

　
森
副
町
長
は
「
着
実
な
準
備
と

気
運
醸
成
の
取
り
組
み
が
実
を
結

び
ま
し
た
。
今
後
は
、
関
係
自
治

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
登
録
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま

世界文化遺産登録までの流れ

入
江
・
高
砂
貝
塚
と
は
？

　

噴
火
湾
を
臨
む
高
台
に
あ
り
、

縄
文
時
代
前
期
か
ら
晩
期
に
つ
く

ら
れ
た
貝
塚
を
伴
う
集
落
跡
。
入

江
貝
塚
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
も
数

多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
貝
塚

2020 年夏ごろ
ユネスコ世界遺産委員会で審議・登録

2020 年５月ごろ
国際記念物遺跡会議（ICOMOS) による評価結果の勧告

2019 年９月ごろ
国際記念物遺跡会議（ICOMOS) による現地調査

2019 年 2 月１日まで
国からユネスコ世界遺産センターへ推薦書を提出

す
」
と
真
屋
町
長
の
コ
メ
ン
ト
を

代
読
し
ま
し
た
。

　
神
馬
会
長
は
「
地
道
な
活
動
が

少
し
で
も
力
に
な
れ
て
喜
ば
し
い

で
す
。こ
れ
か
ら
登
録
に
向
け
て
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
で
、
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

洞

入江・高砂貝塚館
　主に入江・高砂貝塚から出土した遺物約
200 点を展示しています。
■時　間 ９時～ 17 時
■場　所 高砂町 44
■入館料 大人 150 円、小中高生 100 円（町民無料）
■休館日 月曜日、祝日の翌日
■問合せ 入江・高砂貝塚館（☎ 76-5802）
教育委員会社会教育課（☎ 74-3010）

入
江
・
高
砂
貝
塚
に

行
っ
て
み
よ
う
！

か
ら
は
計
44
基

の
墓
が
発
見
さ

れ
て
い
て
、
縄

文
人
が
貝
塚
を

埋
葬
用
の
特
別

な
場
所
と
し
て

利
用
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

くす玉を割って推薦決定を祝う左から森副町長、アプタフレナイの会神馬会長、遠藤教育長

国が文化遺産・自然遺産のいずれかを国内候補に選定
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禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
庭
や
畑
な
ど
の
野
外
で
、
家
庭

ご
み
や
剪せ

ん
て
い定

さ
れ
た
枝
な
ど
、
物

を
焼
却
す
る
行
為
を
野
焼
き
（
野

外
焼
却
）
と
い
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
廃
棄
物

処
理
法
）」
に
よ
り
、
平
成
13
年

４
月
１
日
か
ら
原
則
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
燃
焼
温
度
が
低
い

（
2
0
0
℃
～
3
0
0
℃
）
た
め
、

焼
却
物
の
種
類
に
よ
っ
て
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る
こ
と
が

大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

煙
や
臭
気
、
飛
散
し
た
灰
に
よ
り

近
隣
の
人
へ
迷
惑
を
か
け
た
り
、

火
の
粉
の
飛
散
に
よ
り
火
災
の
原

因
と
な
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

次
の
５
つ
の
行
為
は
例
外
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。

①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ

の
施
設
の
管
理
を
行
う
た
め
の
焼

却
　
河
川
管
理
者
が
河
川
管
理
の
た

め
に
伐
採
し
た
草
木
な
ど
の
焼

却
、
海
岸
管
理
者
が
海
岸
管
理
の

た
め
に
回
収
し
た
漂
着
物
な
ど
の

焼
却
な
ど
が
該
当

②
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た

は
復
旧
の
た
め
の
焼
却

　
災
害
時
や
災
害
復
旧
時
の
木
く

ず
な
ど
の
焼
却
、
凍
霜
害
防
止
の

た
め
の
稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
、
火

災
予
防
訓
練
時
の
模
擬
火
災
な
ど

の
焼
却
、
道
路
管
理
者
が
道
路
管

理
の
た
め
に
剪
定
し
た
木
の
枝
な

ど
の
焼
却
な
ど
が
該
当

③
風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の

行
事
を
行
う
た
め
の
焼
却

　
ど
ん
ど
焼
き
な
ど
地
域
の
行
事

に
よ
り
不
要
に
な
っ
た
門
松
や
し

め
縄
な
ど
の
焼
却
、
お
焚
き
あ
げ

に
よ
る
不
要
と
な
っ
た
お
守
り
や

人
形
な
ど
の
焼
却
な
ど
が
該
当

④
農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と

し
て
行
う
焼
却

　
農
業
者
が
行
う
稲
わ
ら
な
ど
の

焼
却
、
林
業
者
が
行
う
伐
採
し
た

枝
な
ど
の
焼
却
、
漁
業
者
が
行
う

漁
網
に
付
着
し
た
海
産
物
や
流
木

な
ど
の
焼
却
な
ど
が
該
当
（
造
園

業
や
植
木
屋
な
ど
は
、
農
業
や
林

業
に
含
み
ま
せ
ん
）

⑤
た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　
一
般
家
庭
に
お
け
る
木
く
ず
や

木
の
葉
な
ど
の
焼
却
（
家
庭
の
可

燃
ご
み
・
生
ご
み
な
ど
を
焼
却
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
風
呂
焚

き
や
暖
を
と
る
た
め
の
薪
や
木
く

ず
の
焼
却
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー・キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
が
該
当

　
あ
く
ま
で
も
例
外
で
あ
る
こ
と

を
十
分
に
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
火

災
の
危
険
性
や
周
辺
の
住
民
に
ぜ

ん
そ
く
な
ど
の
呼
吸
器
系
疾
病
の

人
が
い
る
可
能
性
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
が
想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
野
焼
き
は
控
え

て
く
だ
さ
い
。
次
の
よ
う
な
ル
ー

ル
を
守
ら
ず
、
処
理
の
基
準
を
守

ら
な
い
場
合
に
は
行
政
指
導
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
に

従
わ
な
い
悪
質
な
場
合
は
、
罰
則

の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

・
火
災
に
注
意
し
、
消
火
す
る
ま
　

　
で
そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
周
囲
の
住
宅
に
影
響
を
与
え
な

　
い
︵
家
の
中
に
煙
が
入
る
・
ス

　
ス
が
付
着
す
る
な
ど
︶

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ビ
ニ
ー
ル
・

　
タ
イ
ヤ
な
ど
を
焼
却
し
な
い

・
道
路
が
煙
に
覆
わ
れ
て
し
ま
う

　
な
ど
、
交
通
に
影
響
を
出
さ
な

　
い

・
習
慣
的
︵
頻
繁
︶
に
焼
却
を
行

　
わ
な
い

野
焼
き
　
　
　
　
と
は
⋮

︵
野
外
焼
却
︶

ご
み
の
野
焼
き
が

例
外
的
に
許
さ
れ
る
行
為

違反した場合
５年以下の懲役もしくは 1000 万円以下の罰金（法人の場合
は３億円以下の罰金）またはこの両方が科せられます

ご
み
の
野
焼
き
を
例
外
的

に
行
う
と
き
の
注
意
事
項

ご
み
の
野
焼
き（
野
外
焼
却
）は

■
問
合
せ

環
境
課
環
境
推
進
グ
ル
ー
プ
︵
☎
74－

3
0
0
6
︶

野焼きは原則禁止となっています！
家庭ごみは町指定のごみ袋にいれてゴミステーションに出しましょう！



　

子どもを育む体制の充実を図る
全小中学校でコミュニティスクール設置

　
　
18
回
洞
爺
湖
町
長
杯
町
民
パ
ー

　
　
ク
ゴ
ル
フ
大
会（
洞
爺
湖
町
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
）
が
入
江
の
夕

日
ヶ
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開
か

れ
、男
子
は
葛
西
和
彦
さ
ん
、女
子
は

西
田
順
子
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、会
員
1
0
0
人
が
参
加
。

２
回
り
54
ホ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ

レ
ー
個
人
戦
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

位
葛
西
和
彦
さ
ん　
２
位
青
木
国
夫

さ
ん　
３
位
鎌
田
金
作
さ
ん
▽
女
子　

１
位
西
田
順
子
さ
ん　
２
位
沼
田
美

津
子
さ
ん　

３
位
石
垣
友
子
さ
ん

のわだい
まち

13
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24
ナイスプレーで盛り上がる�
町民パークゴルフ大会

　
　
校
と
地
域
住
民
な
ど
が
力

　
　

を
合
わ
せ
て
学
校
の
運
営
に

取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

学
校
に
続
き
、
新
た
に
虻
田
小
学

校
・
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
・
虻
田

中
学
校
運
営
協
議
会
の
合
同
会
議

が
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
学
校
運
営
協
議
会
委
員
、
各

学
校
関
係
者
、
行
政
な
ど
か
ら
約

30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
C
S
の
規
則
な
ど

の
説
明
、
各
校
の
学
校
運
営
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

洞爺湖温泉の足湯清掃
虻高生　地域へ感謝

６

CS について話し合う学校運営協議会委員の皆さんパークゴルフで優秀な成績を残した上位の皆さん

一生懸命清掃する虻田高校の生徒真剣にウチダザリガニの現状を聞く参加者たち

学

虻

第

６６

新たな生息地「財田地区」
地域と考えるウチダザリガニ対策

　
　
田
高
校（
古
室
信
行
校
長
）は
、

　
　
洞
爺
湖
温
泉
に
あ
る
足
湯
の
清

掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
施
設

で
あ
る
手
湯
足
湯
の
清
掃
活
動
を
通

し
て
、
地
元
の
基
幹
産
業
活
性
化
や

地
域
貢
献
を
考
え
る
地
域
ビ
ジ
ネ
ス

の
授
業
の
一
環
で
、
今
年
２
回
目
。　

　

３
年
生
16
人
が
、
洞
龍
の
湯
と

薬
師
の
湯
の
2
か
所
に
分
か
れ
、

施
設
の
浴
槽
を
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ
で

こ
す
り
、
手
す
り
や
座
席
を
雑
巾

な
ど
で
拭
き
、
汚
れ
を
落
と
し
ま

し
た
。

　
　
爺
湖
に
生
息
す
る
特
定
外
来
生

　
　
物
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
の
説
明
会

が
、洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨
年
新
た

に
財
田
地
区
で
確
認
さ
れ
、
生
息
域

が
広
が
っ
た
た
め
地
域
住
民
と
対
策

を
考
え
よ
う
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
海
洋
探
査
の
鈴
木
芳
房

潜
水
士
が
、
生
息
状
況
の
変
遷
を
報

告
し
た
後
、
酪
農
学
園
大
学
の
吉
田

剛
司
教
授
が
現
状
を
説
明
し
、「
こ
れ

以
上
生
息
域
が
広
が
ら
な
い
よ
う
絶

対
に
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を
持
ち
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

洞
28

６

結
果
は
次
の
と
お
り
。
▽
男
子
１

30

ル（
C
S
）。と
う
や
小
学
校
・
洞
爺
中
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
月
に
79
歳
で
亡
く
な
っ
た
元
洞

　
　
爺
湖
町
議
会
議
員
の
故
鍛
治
川

忠
志
さ
ん
（
洞
第
１
）
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
し
、
役
場
町
長
室
で
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鍛
治
川
さ
ん
は
、
平
成
11
年
に
旧

洞
爺
村
議
会
議
員
に
初
当
選
。
合
併

前
後
の
５
期
12
年
に
わ
た
り
、
地
方

自
治
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
真
屋
町
長
か
ら
妻
の
ト

キ
子
さ
ん
に
勲
記
と
勲
章
が
手
渡
さ

れ
、「
素
晴
ら
し
い
章
を
い
た
だ
き
、

主
人
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

９
７ 旭日単光章を受章

故鍛治川忠志さんに叙勲
　
　
頭
観
世
音
碑
保
存
協
賛
会
は
、

　
　
農
作
業
を
支
え
た
農
耕
馬
を
悼

む
慰
霊
祭
を
例
年
主
催
し
て
き
ま
し

た
が
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
を
理
由

に
30
回
を
節
目
と
し
て
、
同
会
を
解

散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
入
江
馬
頭
観
音
堂
前
で
行
わ
れ
た
最

後
の
慰
霊
祭
で
は
、
同
会
員
や
農
協
関

係
者
た
ち
約
20
人
が
参
列
。
活
躍
し
て

く
れ
た
愛
馬
の
往
年
を
偲
び
ま
し
た
。

　

岡
田
光
弘
会
長
は
「
残
念
だ
が
、

な
か
な
か
後
継
者
が
見
つ
か
ら
ず
、

終
え
る
こ
と
に
し
た
。
十
分
や
り

き
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

愛馬の往年を偲ぶ
最後の馬頭観世音慰霊祭

　
　
山
山
麓
散
策
路
は
、
２
０
０
０

　
　
年
の
有
珠
山
噴
火
に
よ
る
大
地

の
変
化
を
保
存
し
て
い
ま
す
が
、
近

年
は
草
木
が
生
い
茂
り
、
か
つ
て
の

道
路
跡
や
被
災
し
た
建
物
が
見
え
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
国
立
公
園
特

別
保
護
区
域
の
た
め
、
環
境
省
か
ら

特
別
な
許
可
を
得
て
、
役
場
職
員
と

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
40
人
が
草
木

を
伐
採
。
作
業
後
は
、
被
災
遺
構
が

は
っ
き
り
と
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
多

く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

噴火の被害を伝えるために
西山山麓散策路の災害遺構を整備

　
　
爺
湖
管
工
事
業
協
会
（
齊
藤
昌

　
　
隆
会
長
・
加
盟
9
社
）
は
、
洞

爺
湖
温
泉
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
の
点

検
、
修
理
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
協
会
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
技

術
を
生
か
し
た
地
域
奉
仕
の
一
環

で
、
加
盟
各
社
か
ら
12
人
が
参
加
。　

　
作
業
前
に
は
齊
藤
会
長
が
「
洞
爺

湖
を
訪
れ
る
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
気

持
ち
よ
く
ト
イ
レ
を
使
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
会
員
た
ち
は
珍
小
島
や
噴
火
記
念

公
園
ト
イ
レ
な
ど
９
か
所
を
分
担
し

て
点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

17
７ 公衆トイレの点検、修理

洞爺湖管工事業ボランティア25
７

７

珍小島公園のトイレを整備する会員たち

厳粛に行われた馬頭観世音慰霊祭

汗を流しながら草を刈る参加者

馬

洞

４

西

５

真屋町長から勲記を受け取る妻のトキ子さん（左）
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国
民
年
金
保
険
料
の

﹁
後
納
制
度
﹂

暮
ら
し お知らせ

information

投
資
勧
誘
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
た
ら
ご
用
心
！

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期

限
か
ら
２
年
を
過
ぎ
る
と
時
効
に

よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
法
律
改
正
に
よ
る

時
限
措
置
と
し
て
、
過
去
５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
後
納
制
度
」
が
平
成
27
年
10
月

か
ら
平
成
30
年
９
月
ま
で
の
３
年

間
に
限
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
年

金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
人
が

受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

申
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ

ル
」（
☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
予
約
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
全
国
の

年
金
事
務
所
で
予
約
年
金
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
予
約
す
る
こ
と
で
、
ス

ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。
予
約

希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま

で
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
年

金
手
帳
や
年
金
証
書
を
用
意
し

て「
予
約
受
付
専
用
電
話
」（
☎

０
５
７
０

－

05

－

４
８
９
０
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室　

☎
０
１
４
３

－

50

－

１
０
０
４
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74

－

３
０
０
２
）

　

道
内
で
春
ご
ろ
か
ら
投
資
勧
誘

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
劇
場

型
勧
誘（
買
え
買
え
詐
欺
）
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
事
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら
、「
老
人

ホ
ー
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い

た
ら
連
絡
を
く
だ
さ
い
」
と
電
話

が
あ
っ
た
。
数
日
後
に
届
い
た
の

で
連
絡
す
る
と「
両
親
を
入
居
さ

せ
た
い
人
が
い
る
が
１
人
分
足
り

な
い
の
で
、
権
利
を
譲
っ
て
ほ

し
い
。
申
込
書
に
署
名
し
て
代

わ
り
に
申
し
込
ん
で
」
と
言
わ

れ
、
申
し
込
ん
だ
。
数
日
後
に
老

人
ホ
ー
ム
職
員
や
警
察
官
を
か
た

る
人
か
ら
電
話
が
入
り「
名
義
貸

し
は
違
法
行
為
に
あ
た
り
ま
す
。

３
０
０
万
円
を
払
え
ば
名
義
を
消

し
ま
す
」と
示
談
金
を
要
求
さ
れ
、

現
金
を
宅
配
便
で
送
っ
た
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
次
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
投
資
勧
誘
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
た
後
で
不
審
な
電
話
が
あ
っ

た
ら
、す
ぐ
に
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
お
金
を
払
っ
た
後
も
、
次
々
に

請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

不
安
に
感
じ
て
も
絶
対
に
払
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
か
ら

知
っ
て
い
ま
す
か
？

﹁
国
民
年
金
基
金
﹂

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業

や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
人
な
ど
国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で

保
険
料
を
納
め
て
い
る
60
歳
未

満
の
人
が
加
入
し
て
、
税
の
優

遇
を
受
け
な
が
ら
掛
金
を
納
付

し
、
老
後
に
国
民
年
金
の
上
乗

せ
年
金
と
し
て
受
け
ら
れ
る
公

的
な
年
金
で
す
。

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
や

海
外
に
住
ん
で
い
て
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
も
加
入
で

き
ま
す
。

■
問
合
せ　

北
海
道
国
民
年

金
基
金（
☎
0
1
2
0

－

65

－

4
1
9
2
）

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

か
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
薬
代
の
負
担
軽
減
や

健
康
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な
が

り
、
今
後
の
医
療
費
や
保
険
料
率

の
伸
び
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。
か
か

■
問
合
せ　

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
５
）

産
業
振
興
課
水
産・

三
3種類の写真を選んで

神社で

トガシスタジオ　洞爺湖町入江 21番地　
☎ 76-5311

の写真を写そう

22,000円
25,000円のところ

８
19～22にご予約で

１種類（１ポーズ１枚）15,000円～

五七

組限定10 ご予約はお早めに
日・祝 も 営 業
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■８月
優良（30分）
17日（金）13：30～　23日（木）13：30～
一般（60分）
17日（金）14：30～
違反（120分）
23日（木）14：30～
初回（120分）
14日（火）18：30～

■９月
優良（30分）
３日（月）18：30～　11日（火）13：30～
一般（60分）
３日（月）19：30～　11日（火）14：30～
違反（120分）
６日（木）18：30～
初回（120分）
14日（金）13：30～

お知らせ

後期高齢者医療制度からのお知らせ

中
小
企
業

退
職
金
共
済
制
度

　
「
中
退
共
」
は
、
中
小
企
業
の

た
め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が

受
け
ら
れ
、
社
外
積
立
で
管
理
も

簡
単
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働

い
て
い
る
人
や
家
族
従
業
員
も
加

入
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　
独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
機
構　
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部（
☎
03

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４
）

高額医療費と高額介護合算医療費を見直します
■高額医療費の限度額が８月から見直されます
７月まで

区　分
１か月の自己負担限度額（※１）

外　来
＜個人単位＞

外来 +入院
＜世帯単位＞

現役並み所得者 57,600円 ※ 2
（44,400円）※３

一　般 14,000円
※４

57,600円
（44,400円）※３

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ
8,000円

24,600円
区分Ⅰ 15,000円

８月から

区　分
１か月の自己負担限度額

外　来
＜個人単位＞

外来 +入院
＜世帯単位＞

現役並み
所得者

課税所得　
690万円以上

252,600円 +（医療費－ 842,000円）×１％
（140,100円）※３

課税所得　
380万円以上

167,400円 +（医療費－ 558,000円）×１％
（93,000円）※３

課税所得　
145万円以上

80,100円＋（医療費－ 267,000円）×１％
（44,400円）※３

一　般 18,000円
※４

57.600円
（44,400円）※３

住民税
非課税世帯

区分Ⅱ
8,000円

24,600円

区分Ⅰ 15,000円

区　分 現　行 ８月から

現役並み所得者 67万円
【課税所得 690万円以上】212万円
【課税所得 380万円以上】141万円　

【課税所得 145万円以上】67万円（改正なし）
一般 56万円 56万円（改正なし）

住民税非課税世帯 区分Ⅱ 31万円 31万円（改正なし）
区分Ⅰ 19万円 19万円（改正なし）

■高額介護合算医療費の限度額が見直されます

■問合せ　住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）／北海道後期高齢者医療広域連合（☎ 011-290-5601）

※１　月の途中で 75歳の誕生日を迎えることにより加入する人（障
害認定で加入する人は除く）は、加入した月の自己負担限度額が
1/2に調整されます。
※２　（医療費総額－ 267,000円）× 1%＋ 80,100円です。
※３　多数該当（過去12か月に３回以上世帯単位における高額療養
費の支給に該当し、４回目以降の支給に該当）の場合の自己負担限
度額です。
※４　１年間の外来の自己負担額合計の限度額が 144,000円とな
ります。

り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
合
せ　

全
国
健
康
保
険
協

会（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支

部（
☎
0
1
1

－

7
2
6

－

0
3
5
2
）

行
　
政

町
営
住
宅
単
身
者
入
居

要
件
を
緩
和
し
ま
す

■
対
象　
町
営
住
宅
へ
の
単
身
入

居
希
望
者

■
内
容　
空
き
状
況
に
よ
り
、
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
単
身
者
に
つ

い
て
、
次
の
町
営
住
宅
へ
の
入
居

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

①
柳
川
通
り
団
地
１
～
２
号
棟
、

４
～
５
階
、
３
D
K

②
泉
公
園
団
地
１
～
３
号
棟
、
４

階
、
２
D
K
、
２
L
D
K

※
年
齢
以
外
の
要
件
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
建
設
課
建
築・
住
宅

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
7
）
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組
積
造
の
塀

の
安
全
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

　
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
組

積
造
の
塀
の
倒
壊
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
自
宅
な
ど
に
塀
を
所

有（
管
理
）し
て
い
る
人
は
、
次
の

措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
土
交
通
省
で
作
成
し
た
安
全

点
検
表
を
使
っ
て
、
安
全
点
検
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
安
全
点
検
の
結
果
、
危
険
性
が

あ
る
場
合
は
、
付
近
を
通
行
す
る

人
へ
の
速
や
か
な
注
意
表
示
と
補

修
、
撤
去
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
安
全
点
検
表（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）

は
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w

w
.m

lit.go.jp/
jutakukentiku/index.htm

l

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
　
建
設
課
建
築
・
住
宅

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
7
）

／
胆
振
総
合
振
興
局
建
設
指

導
課（
☎
０
１
４
３

－

24

－

９
５
９
４
）

環
境
影
響
評
価
準
備
書

の
縦
覧

　

留
寿
都
村
で
イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社
が
計
画
し
て

い
る「（
仮
称
）
留
寿
都
風
雨
力
発

電
事
業　

環
境
影
響
評
価
準
備

書
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

環
境
評
価
準
備
書
に
つ
い
て
、

環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
縦
覧
場
所
に

備
え
付
け
の
書
面
に
住
所・名
前・

意
見（
意
見
の
理
由
を
含
む
）
を

記
入
の
上
、
意
見
書
箱
に
投
函
く

だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間　

８
月
10
日（
金
）

～
９
月
10
日（
月
）

■
意
見
受
付
期
間　

～
９
月
25
日（
火
）

■
縦
覧
場
所　
本
庁
環
境
課
、
洞

爺
湖
温
泉
支
所
、
洞
爺
総
合
支

所■
電
子
縦
覧　

https://japan.
invenergyllc.com

/new
s/

rusutsujunbisho　

◆
説
明
会

■
虻
田
地
区　

８
月
28
日（
火
）

18
時
～　
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

■
洞
爺
地
区　

９
月
３
日（
月
）

18
時
～　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

工事名 請負業者 契約金額 工期 工事場所 工事概要

（仮称）洞爺高校メモ
リアル公園整備工事

高橋・伝経常建
設 JV 58,212,000円 ～ 12月 10日 洞爺町

花壇　N=1か所、ブランコ　N=
１ 基 、 ジ ャ ン グ ル ジ ム 　 N = 1
基、複合遊具　N=1基、健康遊具　
N=1基、便所　N=1基

洞爺保育所新築工事
（建築工事）

高 清 水 ・ リ
フォーム成田
経常建設 JV

127,872,000円 ～２月 28日 洞爺町
構造：木造平屋建
園 舎： 4 7 6 . 9 9 ㎡ 、 屋 外 物 置：
16.77㎡　計：493.76㎡

洞爺保育所新築工事
（電気設備工事） 共和電設㈱ 27,000,000円 ～２月 28日 洞爺町

電灯設備、動力設備、映像・音響
設備、構内情報通信網設備、拡声
設備、構内配電・通信線路、監視
カメラ設備、火災報知器設備

洞爺保育所新築工事
（機械設備工事）

ゴウダ・齊藤経
常建設 JV 37,800,000円 ～２月 28日 洞爺町

空気調和設備、換気設備、給油設備、
ガス設備、給排水設備、給湯設備、
衛生器具設備、消火設備

洞爺 - 月浦間の夜間通行止め

道道洞爺虻田線

洞爺湖温泉小

至　洞爺湖温泉街

曙公園

中  島

洞爺湖

国
道

23
0号

夜
間

通
行

止
め

区
間

工事箇所
（防護柵）

至　豊浦方面

至  札幌方面 　道道洞爺虻田線の旭浦地区の道路が現在非常に狭い
ため、約２か月間程度の夜間全面通行止めを行い、交
通安全施設整備を予定しています。
　工事期間中は、不便をおかけしますがご協力お願い
します。

◆防護柵工事
■工 事 箇 所
　洞爺湖町旭浦
■通行止め期間
　10 月中旬～ 12 月中旬（予定）
■通行止め時間帯
　午後９時～午前５時（予定）
■通行止め区間
　洞爺湖町洞爺～月浦
■問 合 せ
　室蘭建設管理部洞爺出張所
　　　　　　  （☎ 76-2111）

ご協力お願いします

公
共
工
事
の
契
約
状
況

　
町
で
は
契
約
金
額
が
１
千
万
以

上
の
公
共
工
事
の
契
約
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　
総
務
課
管
財
・
情
報

グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
0
）

８
月
10
日（
金
）
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募
集
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お知らせ

■
募
集
種
目　
①
自
衛
官
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生

■
資
　
格　
①
②
18
歳
以
上
27
歳

未
満
の
男
女

■
受
付
期
間　
①
９
月
12
日（
水
）

北
海
道
警
察
官
募
集

伊
達
警
察
署
か
ら

■
採
用
予
定
人
数

男
性
A
区
分　
45
人
程
度

女
性
A
区
分　
10
人
程
度

男
性
B
区
分　
１
１
０
人
程
度

女
性
B
区
分　
35
人
程
度

■
受
付
期
間
　
８
月
24
日（
金
）

ま
で

■
試
験
日　
第
１
次
試
験　
９
月

17
日（
月
）
／
第
２
試
験
日　

10

月
中
旬
～
11
月
中
旬

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験

　
町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、
全

道
統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
す
で
に
登
録
し
て
い
る
人
は
、

受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
　
時　
10
月
23
日（
火
）
～

10
月
26
日（
金
）
13
時
30
分
～
15

時
30
分

■
場
　
所　
室
蘭
市
ほ
か

■
受
験
料　
７
、０
０
０
円

２
０
１
８
婚
活
交
流
会

in
洞
爺
湖

■
日
　
程　
９
月
29
日（
土
）
～

30
日（
日
）

■
受
付
期
間　

８
月
23
日（
木
）

～
９
月
３
日（
月
）
８
時
45
分
～

17
時
30
分
※
12
時
～
13
時
と
土
日

は
除
く

■
問
合
せ　

上
下
水
道
課
管

理
営
業
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
８
）

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

　

町
営
住
宅
に
空
き
が
出
た
た

め
、
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
空

室
状
況
や
入
居
資
格
、
手
続
き
方

法
な
ど
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　
建
設
課
建
築
・
住
宅

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
7
）

困
り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て

い
る
人
を
支
援
し
ま
す

　
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い

人
で「
住
む
と
こ
ろ
に
困
っ
て
い

る
」「
仕
事
が
な
か
な
か
決
ま
ら

な
い
」「
子
ど
も
の
ひ
き
こ
も
り

が
心
配
」「
借
金
が
多
く
て
悩
ん

で
い
る
」「
生
活
費
に
困
っ
て
い

る
」、「
働
い
た
こ
と
が
な
く
心
配
」

な
ど
の
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
の

相
談
を
受
け
る
総
合
相
談
窓
口

「
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

い
ぶ
り
」が
開
設
さ
れ
、支
援
サ
ー

ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

■
相
談
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０－

09－

０
７
８
３

■
メ
ー
ルiburi-soudan@

roukyou.gr.jp

■
問
合
せ　
生
活
就
労
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
い
ぶ
り（
☎
0
1
4
3

－

83－

7
3
5
5
）

相
　
談

■
問
合
せ　

イ
ン
ベ
ナ
ジ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社（
担
当
小

林
幸
一
☎
03

－

６
２
６
１

－

４
４
５
６
）　　
　

■
場
　
所　
洞
爺
湖
万
世
閣
ホ
テ

ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド
テ
ラ
ス

■
対
　
象　
男
女
と
も
に
20
歳
以

上
の
健
康
で
未
婚
の
人
、
男
性
は

町
内
在
住
者
限
定
、
女
性
は
限
定

な
し　

■
募
集
人
数　
男
女
各
15
人（
申

込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
費
　
用　
男
性　

６
、０
０
０

円　
女
性　
４
、０
０
０
円

■
宿
　
泊　
男
女
と
も
宿
泊
可
能

■
応
募
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
、
F
A
X
か
メ
ー
ル
で
応
募

■
締
　
切　
８
月
31
日（
金
）

■
問
合
せ　
洞
爺
湖
婚
活
交
流
事

業
実
行
委
員
会＜

産
業
振
興
課

内＞

（
☎
74

－

3
0
0
5
）

ま
で
②
９
月
７
日（
金
）
ま
で

■
問
合
せ　

防
衛
相
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

　平成30年７月に、西日本を中心に全国各地で発生した豪雨災
害により、多くの方々が被災され、避難所生活を余儀なくして
います。
　町では公共施設と金融機関内に義援金箱を設置しています。
また、８月下旬から町内の全世帯の皆さんに自治会を通じて封
筒募金を募ることとしています。
　皆さんの暖かいご支援、ご協力をお願いします。
■設置期間　７月25日（木）から９月24日（月）まで
■設置場所　洞爺湖町役場本庁舎・洞爺湖温泉支所・洞爺総合
支所・健康福祉センターさわやか・虻田ふれ合いセンター・洞爺
ふれ愛センター・虻田郵便局・洞爺湖温泉郵便局・洞爺郵便局・
北海道銀行洞爺支店・伊達信用金庫虻田支店・伊達信用金庫洞
爺温泉支店・伊達信用金庫洞爺出張所・ＪＡとうや湖本所・ＪＡ
バンク共済虻田店・ＪＡバンク共済洞爺店・いぶり噴火湾漁業
協同組合本所
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎ 74-3001）

平成30年７月豪雨災害に対する
義援金箱を設置しています



  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故奥村公子さん
■６月 23日死去■86歳■遺族は上山佳子さん■虻８区

故山木　孝さん
■６月 23日死去■ 97歳■遺族は伸一さん■入４区

故結城忠太郎さん
■５月 29日死去■ 101歳■遺族は眞利子さん■泉区

故佐藤テル子さん
■６月 18日死去■ 92歳■遺族は俊一さん■青１区

故村尾日出生さん
■６月 20日死去■ 83歳■遺族は直子さん■入１区

故髙橋重男さん
■６月 21日死去■ 76歳■遺族はみすゑさん■月浦区

故片山美津子さん
■６月 28日死去■ 87歳■遺族は河村香織さん■温２区

故本間義信さん
■７月７日死去■ 77歳■遺族は久美子さん■泉区

６月20日から７月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

受
け
難
き
事
の
我
慢
や
日
傘
さ
す

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

今
年
ま
た
届
く
薔
薇
の
香
手
に
あ
ふ
れ

　
　
　

菅
原
敏
子　
　
　
　

平
成
の
最
後
の
夏
や
江
戸
風
鈴

　
　
　
　

千
葉
征
子　
　
　

風
鈴
は
リ
ン
リ
ン
風
と
縁
の
仲

　
　
　
　
　

小
笠
原
勇　
　

天
使
魚
に
覗
か
れ
て
い
る
患
者
か
な

　
　
　
　
　

矢
野
知
子　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

７
月
定
例
会

寄
　
付

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に

事
前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
定

員（
３
人
）
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
８
月
16
日（
木
）

②
９
月
６
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　
①
林
正
樹
弁
護
士

（
伊
達
噴
火
湾
法
律
事
務
所
）

②
増
川
拓
弁
護
士（
北
海
道
み
ら

い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ
　
住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

子
ど
も
の
人
権
1
1
0

番
強
化
週
間

　
法
務
局
で
は
、
子
ど
も
の
人
権

に
つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話「
子

ど
も
の
人
権
1
1
0
番
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待

な
ど
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

８
月
29
日
か
ら
９
月
４
日

は
、「
全
国
一
斉
子
ど
も
の
人
権

1
1
0
番
強
化
週
間
」
で
す
。
期

間
中
は
、
平
日
の
受
付
時
間
を
延

長
し
て
、
土
日
も
対
応
し
ま
す
。

■
受
付
時
間　
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分（
年
末
年
始
を
除
く
）

■
強
化
週
間
中
の
受
付
時
間　
８

月
29
日
～
９
月
４
日
の
平
日
８
時

30
分
～
19
時　
９
月
１
日
、
２
日

10
時
～
17
時

■
問
合
せ　

子
ど
も
の
人
権

1
1
0
番（
☎
0
1
2
0

－

0
0
7

－

1
1
0
）

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

<

寄
附
物
品>

▽
澁
木
幸
子
さ
ん（
虻
６
区
）

▽
高
坂
ユ
ウ
子
さ
ん（
虻
7
区
）

▽
道
南
重
建
工
業

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時　
８
月
18
日（
土
）
９

月
15
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

故冨留田ヨシ子さん
■７月 15日死去■ 89歳■遺族は俊幸さん■財田

広報とうやこ　2018 年８月 14

　
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
、
寡
婦

の
皆
さ
ん
の
貸
付
や
就
業
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、
母
子
・
父
子

自
立
支
援
員
や
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

相
談
員
と
し
て
対
応
し
ま
す
。

■
日
　
時　
８
月
29
日（
木
）
13

時
～
16
時

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
３
階

３
０
２
会
議
室

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

ひ
と
り
親
世
帯
の
皆
さ

ん
へ
の
支
援
相
談
会



さわやかだより

問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）地域包括支援センター（☎ 76-4822）

受けましょう

　日本では高齢化の進行に伴い、がんにかかる人
が増加していて、口腔がんも同様に増加傾向にあ
ります。国立がん研究センターの統計によると、
口腔・咽頭がんにかかる人が 40 年間で約 5 倍に
増えています。
　口腔がんは、口の中やその周辺にできるがんの
ことで、できる部位によって舌がん、歯肉がん、
口腔底がん、頬粘膜がんなどと呼ばれます。口腔
がんは、目に見えるところにある数少ないがんの
うちの 1 つで、早期発見が可能です。
　初期の場合、比較的簡単な治療で済み、後遺症
もほとんど残りません。しかし、進行すると「食
べる」「飲む」「話す」「呼吸する」といった、私

口腔がん検診を

年に１度の口腔がん検診のお知らせです

口腔がんとは？

日時・場所

①10月20日（土）
14時～17時 室蘭市保健センター
14時～16時30分 登別市総合福祉センターしんた21
②10月27日（土）
14時～17時 伊達市保健センター
14時～16時30分 洞爺湖町健康福祉センターさわやか
※希望する会場で申込みできます。時間の指定は
できませんので、ご了承ください。

20歳以上の住民対　象

問診、専門医による口腔内の視診・
触診

検診内容

実施団体 室蘭歯科医師会

申込方法 予約が必要です。９月10日（月）ま
でに健康福祉センターさわやかへお
申し込みください。抽選結果は、9
月中旬～下旬に郵送でお知らせしま
す。

共　催 日本口腔外科学会北海道支部

問合せ 健康福祉センターさわやか
※洞爺湖町以外の会場を希望する場
合も、さわやかへお申込みくださ
い。

定　員 ４か所計160人
（申込みが多い場合は抽選となります）

料　金 1,000円

広報とうやこ　2018 年８月15

たちが生きていくために必要な機能に影響を及ぼ
すこともあります。
　喫煙の習慣がある人や飲酒の習慣がある人は口
腔がんになるリスクが高いと言われているので、
特に注意が必要で
す。
　普段気にかけるこ
とが少ない、お口の
健康状態を知る機会
にもなりますので、
この機会にぜひお申
込みください。



　
　
爺
湖
町
で
は
、
少
子
化
の

　
　
影
響
で
団
体
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
な
い
状
況
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
も
運
動
す

る
環
境
が
減
少
し
、
外
で
遊
ぶ

事
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
子
ど
も
の
運
動
能
力
の
低

下
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
、
道
内
で
も
実
績
の
あ
る

町
内
唯
一
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
が
解
散
と
な
り
、
子
ど
も

た
ち
は
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
昨
年
月
浦
地
区

に
人
工
芝
の
総
合
型
運
動
施
設

「
ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
」が
完

成
し
ま
し
た
。

　
数
年
前
ま
で
、
少
年
サ
ッ
カ

ー
の
練
習
は
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

人
工
芝
の
施
設
も
整
い
、
恵
ま

れ
た
環
境
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
こ
の
施
設
を
活
用
し
、

サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
環
境
提
供

や
子
ど
も
の
運
動
能
力
の
向

上
、
自
立
し
た
人
材
育
成
に
力

を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　

ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、

サ
ッ
カ
ー
以
外
に
も
ラ
ク
ロ
ス

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や
ヨ
ガ
な

ど
の
運
動
に
利
用
も
で
き
ま

す
。
ポ
ロ
モ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
を

活
用
し
て
何
か
や
っ
て
み
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
N
P
O
法
人

洞
爺
に
ぎ
わ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
73－

1
0
0
8
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

vol.５

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
魂
の
秘
境
か
ら

（
石
牟
礼
道
子
）▽
日
の
出（
佐
川

光
晴
）
▽
盤
上
の
向
日
葵
（
柚
月

裕
子
）
▽
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
警
視
庁

Ｆ
Ｃ
２
（
今
野
敏
）
▽
Ｔ
の
衝
撃

（
安
生
正
）▽
レ
ッ
ド
リ
ス
ト（
安

生
正
）
▽
ハ
リ
ケ
ー
ン
（
高
嶋
哲

夫
）
▽
屍
人
荘
の
殺
人
（
今
村
昌

弘
）
▽
ヘ
イ
・
ジ
ュ
ー
ド
東
京
バ

ン
ド
ワ
ゴ
ン
（
小
路
幸
也
）

＜

児
童
書＞
▽
わ
く
せ
い
キ
ャ
ベ

ジ
動
物
図
鑑
（
t
u
p
e
r
a  

t
u
p
e
r
a
）
▽
た
ん
ぽ
ぽ
の

お
か
あ
さ
ん
（
こ
ん
の
ひ
と
み
／

い
も
と
よ
う
こ
絵
）
▽
け
し
ご
む

く
ん
（
こ
ん
の
ひ
と
み
／
い
も
と

よ
う
こ
絵
）
▽
５
分
後
に
思
わ
ず

涙
。青
い
星
の
小
さ
な
出
来
事（
桃

戸
ハ
ル
／
田
中
寛
崇
絵
）
▽
５
分

後
に
思
わ
ず
涙
。世
界
が
赤
ら
む
、

そ
の
瞬
間
に
（
桃
戸
ハ
ル
／
田
中

寛
崇
絵
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
あ
や
か
し
草
紙
三

島
屋
変
調
百
物
語
伍
之
続
（
宮
部

み
ゆ
き
）
▽
六
月
の
雪
（
乃
南
ア

サ
）▽
や
っ
ぱ
り
食
べ
に
行
こ
う
。

（
原
田
マ
ハ
）
▽
無
暁
の
鈴
（
西

條
奈
加
）
▽
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム

（
吉
田
修
一
）
▽
爆
身
（
大
沢
在

昌
）
▽
黙
過
（
下
村
敦
史
）
▽
雲

上
雲
下
（
朝
井
ま
か
て
）
▽
に
ゃ

ん
！
鈴
江
藩
江
戸
屋
敷
見
見
聞
帳

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）▽
敦
盛
お
く
り

新
・
古
着
屋
宗
兵
衛
第
十
六
巻
一

（
佐
伯
泰
英
）

＜
児
童
書＞

▽
ヨ
チ
ヨ
チ
父
と

ま
ど
う
日
々
（
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス

ケ
）
▽
じ
ゅ
え
き
太
郎
の
ゆ
る
ふ

わ
昆
虫
大
百
科
（
じ
ゅ
え
き
太
郎

／
須
田
研
司
監
修
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
博
士
の
愛
し
た

数
式
（
小
川
洋
子
）

＜

児
童
書＞

▽
じ
て
ん
し
ゃ
の

れ
る
か
な
（
平
田
利
之
）

わくせいキャベジ動物図鑑
tupera tupera
　キャベツを巨大な惑星に見立てて、
野菜の写真を組み合わせて描き出す奇
妙な生きものたちの動物図鑑です。一
つの野菜を切ったり、くっつけたりし
ながら組み合わせることでモチーフと
なった動物を描いています。（あぶた
読書の家所蔵）

今月の
１冊

絵本の玉手箱　８月のおはなし会
■日　時　①８月 24 日（金）14 時～
15 時 30 分②８月 27 日（月）９月 10
日（月）10 時～ 11 時 30 分
■場　所　①あぶた読書の家②あぶた母
と子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時　９月 11 日（火）14 時 30 分～
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
リポーター
秦野孝慎さん

洞

中国の子どもたちとの交流試合
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統
一
標
語

﹃
忘
れ
て
な
い
？

サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

火
の
確
認
﹄

花
火
で
遊
ぶ
と
き
は

注
意
し
ま
し
ょ
う

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

　
本
格
的
な
夏
の
暑
さ
が
や
っ
て

く
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
全
国

各
地
で
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
る
人

が
多
く
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
屋
外
に
限
ら
ず
室
内

で
も
熱
中
症
は
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
し
っ
か
り
予
防
し
、
楽
し

い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に

チ
ェ
ッ
ク
！
（
普
段
過
ご
す
部
屋

に
温
度
計
を
置
い
て
み
て
は
？
）

②
室
温
28
℃
を
超
え
な
い
よ
う
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使

い
ま
し
ょ
う
！

③
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
補
給
！

④
外
出
時
は
体
を
し
め
つ
け
な
い

涼
し
い
服
装
で
、日
よ
け
対
策
も
！

⑤
無
理
を
せ
ず
、適
度
に
休
憩
を
！

⑥
日
頃
か
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
と
体
力
づ
く
り
を
！

⑦
少
し
の
間
で
も
、
子
ど
も
を
車

内
に
絶
対
に
残
さ
な
い
！
（
子
ど

も
は
大
人
よ
り
も
高
温
環
境
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
）

　
夏
の
夜
の
楽
し
み
と
言
え
ば
花

火
で
す
。
夏
休
み
を
迎
え
た
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
楽
し
み
な
季

節
で
す
が
、
遊
び
方
や
後
片
付
け

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
、
消
防
車
が
災
害
出
動
し

た
場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害

案
内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。︻
災

害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
4
2

－

23－

7
1
7
1
︼
お
間
違
い
の

無
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の
方
法
を
誤
る
と
火
災
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
花
火
で
遊
ぶ
と
き
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
火
災
発
生
の
防
止
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

①
花
火
は
広
く
安
全
な
場
所
で
行

い
、
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場

所
で
は
、遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
浸
し
て
く
だ
さ
い
。

③
子
ど
も
だ
け
で
の
花
火
は
避

け
、
必
ず
大
人
が
付
き
添
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
風
の
強
い
日
は
花
火
で
遊
ば
な

い
で
く
だ
さ
い
。

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

の
お
知
ら
せ

　
も
し
も
、
目
の
前
で
人
が
倒
れ

た
ら
、
私
に
は
何
が
で
き
る
で

し
ょ
う
か
？
胸
骨
圧
迫
や
人
工
呼

吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
け
が
の

手
当
な
ど
、
初
め
て
の
人
で
も
わ

か
り
や
す
い
講
習
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を
守
る

た
め
、
救
命
講
習
会
を
受
講
し
て

知
識
と
技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
講
習
修
了
者
に
は「
修
了
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
以
前
に
受

講
し
た
人
で
も
、
再
度
受
講
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

■
日
　
時　
９
月
９
日
（
日
） 

9

時
～
12
時

■
場
　
所　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
み　
洞
爺
湖
支
署
警
防
救

急
係
（
☎
76－
2
1
1
9
）

■
締
　
切　

９
月
８
日
（
土
）　

ま
で
（
定
員
20
人
）

救
命
講
習
の
ご
案
内

～
あ
な
た
に
救
え
る
生
命
が
あ
り
ま
す
～

　7 月 4 日、苫小牧市消防本部敷地内で胆振地方消防訓練大会が開催され、洞爺湖消防
団からはポンプ車操法に第 1 分団と小型ポンプ操法に第 2 分団が出場しました。
　同大会は胆振地方の全 12 消防団が出場し、消防団員が消防器具の操作要領、動作や放
水完了までの時間を競い合います。洞爺湖消防団は日頃の訓練成果を発揮し、小型ポン
プ操法で全 13 隊が出場するうち優勝、ポンプ車操法で全 9 隊が出場するうち準優勝と優
秀な成績を収めました。

ポンプ車操法で準優勝した第１分団小型ポンプ操法で優勝した第２分団

ポンプ車操法の部準優勝小型ポンプ操法の部優勝
平成　　年度胆振地方消防訓練大会平成　　年度胆振地方消防訓練大会平成　　年度胆振地方消防訓練大会30
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55
第

回

家
族
の
会
運
営
懇
談
会

デ
イ
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ

〜
製
パ
ン
班
慰
労
会
〜

　
　
月
20
日
に
慰
労
会
を
行
い
、

　
　
毎
年
恒
例
の
ボ
ー
リ
ン
グ
と

会
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。
例
年
、

大
会
形
式
で
ス
コ
ア
の
高
い
順
に

順
位
を
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
賞
を
取
り

入
れ
、
昨
年
の
ス
コ
ア
よ
り
良
い

成
績
を
上
げ
た
人
を
順
位
付
け
し

ま
し
た
。
誰
が
一
位
に
な
る
か
予

想
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
み
ん
な

に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

コ
ア
表
で
昨
年
の
成
績
が
分
か
る

よ
う
に
し
て
、
参
考
に
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
応
援
し
た

り
、
励
ま
し
た
り
、
笑
い
あ
っ
た

り
、
と
て
も
良
い
表
情
を
し
て
い

ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア

を
取
る
と
、
周
り
も
駆
け
寄
っ
て

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ー
リ
ン
グ
が
苦
手
な
人
も
、

周
り
か
ら
の
応
援
を
受
け
て
、
ス

ペ
ア
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
度
ス
ペ
ア
を
取
っ
た
こ
と

で
勢
い
に
乗
り
、
昨
年
の
成
績
を

大
幅
に
超
え
て
一
位
を
取
る
人
も

い
ま
し
た
。消
極
的
だ
っ
た
人
も
、

今
年
は
楽
し
ん
で
い
た
の
で
、
全

員
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
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３
月
10
日
、
洞
爺
サ
ン
パ
レ
ス

リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
で
家
族
の
会
運

営
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

施
設
運
営
状
況
報
告
会
で
は
、

行
事
（
余
暇
）
な
ど
の
支
援
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
工
藤
所
長
よ

り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
日
中
活

動
（
作
業
）
を
通
し
て
働
く
場
の

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
作
業

だ
け
で
は
な
く
年
に
数
回
、
み
ん

な
が
楽
し
め
る
行
事
を
実
施
し
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
平
成
29

年
度
に
実
施
し
た
模
様
を
話
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
施
設
・
地
域
に
お
け
る

生
活
の
様
子
に
つ
い
て
、
私
か
ら

施
設
で
の
日
常
生
活
や
行
事
で
の

様
子
、
地
域
生
活
し
て
い
る
人
の

生
活
の
様
子
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計

画
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、

友
愛
の
里
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
主

任
、
野
村
相
談
支
援
専
門
員
よ
り

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
の
必
要
性
を
中
心
に

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
個
別
懇
談
会
を
実

施
し
、
24
人
の
保
護
者
が
参
加
し

ま
し
た
。
生
活
や
作
業
の
様
子
を

聞
き
、
普
段
聞
け
な
い
こ
と
も
話

し
合
え
て
と
て
も
よ
か
っ
た
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者

の
願
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
清
水
友
愛
の
里
施
設
長　

木
村

芳
秀
）

　
昼
食
は
、
焼
き

肉
で
和
牛
ロ
ー
ス

定
食
を
食
べ
ま
し

た
。
お
肉
が
厚
切

り
で
柔
ら
か
く
て

お
い
し
く
、
体
を

動
か
し
た
後
な
の

で
い
つ
も
よ
り
食

が
進
み
ま
し
た
。

　

帰
り
の
車
で

昼食の焼肉を楽しむ製パン班

は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
話
で
盛
り
上

が
り
、
笑
い
声
も
響
い
て
い
ま
し

た
。
あ
す
な
ろ
に
戻
り
、
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
が
、
昨
年
と
違
う

メ
ン
バ
ー
が
上
位
を
占
め
て
い

て
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
景
品
を

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
製
パ
ン
班
に
所
属
す
る
利
用
者

14
人
は
、
年
齢
も
幅
広
く
、
社
会

経
験
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
作
業
で

は
、
時
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
行
事
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
で
相
手
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
時
間
を
作
る
意
味
で
も

行
事
は
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
お
互
い
を
知
る
こ
と
で
、
相

手
を
思
い
や
り
、
気
遣
う
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
楽
し
め
る
行
事
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。（

T
・
N
）

ボーリングで仲間とハイタッチ

懇親を深める参加者たち

２



ジオパーク通信

第 73号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

　洞爺湖周辺の実り豊かな大地をもっと宣伝したい！という思いから生まれた、洞爺湖町オリジナルエ
コバッグ「大地のポケット」（３種類のいずれか１枚）を抽選で６名にプレゼントします。ぜひ、このバッ
グを持ち歩いて「世界ジオパークの町」の宣伝にご協力ください！
　ご希望の人は、はがきかファクス、もしくはＥメールで、下記内容をご記入のうえご応募ください。
８月分の締切は８月 27 日（月）の消印まで有効です。当選は発送をもってかえさせていただきます。
※一度当選した人は対象となりませんのでご留意ください。

「大地の物語」オリジナルエコバッグで
抽選で当たる !!

洞爺湖町
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～ 応募先 ～　〒 049-5692
洞爺湖町栄町 58 番地　洞爺湖町役場ジオパーク推進課
※ファクスは　Fax 76-4727 まで　
※Ｅメールは　info@toya-usu-geopark.org　まで

１．応募者の名前　２．連絡先電話番号
３．届け先の住所　　　　　　　　　 　４．ジオクイズの答え（洞爺湖町内に限ります）

＜ジオクイズ＞
洞爺湖有珠山ジオパークの○○○○○○が新しくなりました！
の○○に当てはまるカタカナ６文字はなんでしょう？
※答えはこのジオパーク通信内にあります。よ～く読んで答えてね。

　このたび、洞爺湖有珠山ジオパークのホームページが新しくなりました。今までと比べ、より情報が
探しやすく、読みやすくなるよう、構成やデザインを見直しました。また、パソコン以外のスマートフォ
ンやタブレットなどで見るときも、それぞれの画面サイズに合わせ、自動的にデザインが変わるため、
見やすくなりました。
　このホームページで、地域に住んでいるの皆さんはもちろん、ジオパークに来たいと思ってくれる人
にも、世界に認められた当ジオパークの魅力を積極的に発信していきます。
　地域の皆さまにおすすめの内容は〝ジオパークに参加する″です。ぜひ一度ご覧ください。

図柄は絵本『11 万年のうえの一日』から、　
「小幌海岸」「リンゴ畑」「洞爺湖温泉」の
3 種類。※図柄の指定はできません

バッグのサイズは横
幅 35㎝、まち幅は約
12㎝です。

洞爺湖有珠山ジオパークのホームページが新しくなりました！

を PR！



２日（日）

すいとん食べて戦争を語りつぐ集い
11：00 ～ 12：30
虻田ふれ合いセンター（☎ 74-3000 ＜総務課＞）

第 56 回全道サイクリング洞爺湖大会
９：00 ～ 12：00
洞爺湖畔遊歩道広場（☎ 0143-55-7859 ＜第

56 回全道サイクリング洞爺湖大会事務局＞）

４日（火）
脳の健康教室

9：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363<社会福祉協議会>）

５日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

６日（木） 無料法律相談会

７日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

8 日（土）
～９日（日）

第 31 回北海道ツーデーマーチ
洞爺湖温泉湖畔遊歩道広場（☎ 75-4400< 北

海道ツーデーマーチ実行委員会事務局 >）

10 日（月）
フッ素塗布

13：00 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

11 日（火）
脳の健康教室

９：30 ～ 11：15
健康福祉センター（☎76-4363<社会福祉協議会>）

11 日（火）
～ 13 日（木）

結核・肺がん検診
虻田地区（☎ 76-4006< さわやか >）

時間

7月27日（金）
～8月15日（水） 洞爺湖温泉夏祭り

8 月 10 日（金）
～ 11 日（土）

にぎわいまつり＆ビアガーデン 2018
10 日（金）17：00 ～ 20：00 ／ 11 日（土）12：00 ～ 20：00
虻田ふれ合いセンター（☎76-2311<洞爺湖町商工会＞）

16 日（木） 行政に関わるくらしの無料相談会
18 日（土） 無料法律相談会

19 日（日）
北海道トライアスロン

5：30 ～ 18：30
洞爺湖周辺・羊蹄山麓周辺（☎75-4400<観光振興課>）

21 日（火）
教室サポーター

13：00 ～ 17：00
健康福祉センタ―（☎76-4363<社会福祉協議会>）

22 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

23 日（木）
コグニの集い

13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎76-4363<社会福祉協議会>）

24 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

25 日（土）

手作りリトマス液で実験
9：30 ～ 12：00
洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）

第 29 回洞爺湖町水泳競技大会
12：00 ～ 15：30
洞爺湖町民プール（☎ 090-3779-5777< 洞爺

湖町水泳協会 >）

26 日（日）

水辺のいきもの観察
10：00 ～ 12：00
洞爺財田自然体験ハウス（☎ 82-5999）

AC とうや野菜直売所
15：00 ～ 17：00
虻田テニスコート駐車場（☎ 090-9524-2191

＜ AC とうや　会長小山＞）
NHK のど自慢大会

NHK 室蘭放送局（☎ 011-207-2499< ＮＨＫ
プラネット北海道 >）

27 日（月）
～ 31 日（金）

戦争と平和展
役場町民ロビー（☎ 74-3000 ＜総務課＞ )

28 日（火）
はつらつパパ・ママのこそだてセミナー

10：00 ～ 11：30
健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

29 日（水）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：30
健康福祉センター（☎ 76-4006）

全国一斉全国瞬時警報システム（J アラート）訓練
企画防災課（☎ 74-3004）

ひとり親世帯の皆さんへの支援相談会

31 日（金）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

乳児健診
12：50 ～
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞

当日は☎ 82-5185 ＜社会福祉協議会洞爺支所＞）
洞爺湖町介護のつどい

10：00 ～ 12：00
地域交流センター（☎ 76-4822< 地域包括支援センター >）

９月 1 日（土）

大玉水中花火 5 連発
21：10 ～
洞爺湖温泉湖畔（☎75-2446<洞爺湖温泉観光協会>）

住民フォーラム「自分らしい最期を迎えるために」

１日（土）
～３日（月）

戦争と平和展
とうや水の駅（☎ 74-3000 ＜総務課＞）

場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

ピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
①洞爺湖芸術館　秋　特別展　志田弘子＆「じゃり道工房」展
■日　時　９月８日（土）～ 10 月８日（月）9 月　10
時～ 18 時　10 月　10 時～ 16 時（受付は閉館 30 分前）
■場　所　洞爺湖芸術館 2 階展示室
◆期間中イベント
ワークショップ「刷り込み染め」のタペストリー作り
■日　時　10 月７日（日）10 時～ 12 時
■場　所　とうや水の駅２階
■定　員　先着 20 人（申込みは問合せください）
■参加料　1,200 円（材料費）
②月夜の芸術観　ギャラリーコンサート「加藤亮子と仲間たち」
■日　時　９月 24 日（月）18 時開演（17 時 30 分開場）
■場　所　洞爺湖芸術館２階
■入場料　700 円
■定　員　先着 70 人（電話による申し込みも可能です）
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）

p14

時
所

住民フォーラム「自分らしい最期を迎えるために」
■日　時　９月１日（土）9 時 50 分～ 12 時
■場　所　蓬崍殿（室蘭市）
■対　象　地域住民
■参加費　無料
■主　催　北海道看護協会室蘭支部、北海道室蘭保健所　
■問合せ　北海道室蘭保健所（☎ 0143-24-9834）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

詳

時
所
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時
所

詳 こんにちは社会教育です

ピックアップイベント詳

時
所

p14詳

洞爺湖温泉夏祭り
　８月３日からは毎日盆踊り大会も行い、盛り上がりま
す。ぜひ浴衣を着てご参加ください。
■日　時　７月 27 日（金）～８月 15 日（水）19 時
～ 21 時
■場　所　洞爺湖汽船本社前桟橋特設会場
■問合せ　洞爺湖温泉観光協会（☎ 75-2446）

時
所

所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

p14詳

ピックアップイベント詳

時
所

時
所

時
所

詳

詳

所

時
所

所

p14詳
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　サマーフェスタ 2018in 洞
爺湖（洞爺湖温泉観光協会主催）
が７月 21 日、洞爺湖遊覧船乗
り場前特設会場で行われまし
た。
　子どもたちに人気の登別伊達
時代村忍者ショーをはじめ、町
内各中学校の吹奏楽演奏、ギ
ターリスト KAI さんによる演奏
などで会場を盛り上げました。
　毎年恒例となったマイムマイ
ムは、湖畔遊歩道で 185 人が手
をつなぎ、大きな輪になって踊
りました。その他、ヤギやヘビ
などの 9 種類の動物と触れあえ
る移動動物園や往年のクラシッ
クカーが展示されました。
　イベントの締めくくりには、
水中花火 108 連発が打ち上げら
れ、湖面を鮮やかに彩りました。

みて！ヘビ使いになったよ！

えさが
ウメ～

～

サマーフェスタ201
82018in洞爺湖

観客を魅了した moani ke ala フラサークル人気キャラクターと記念撮影

大きな輪を作ったマイムマイム

れ、湖面を鮮やかに彩りました。れ、湖面を鮮やかに彩りました。

みて！ヘビ使いになったよ！

サマーフェスタ

人気キャラクターと記念撮影人気キャラクターと記念撮影

えさが
ウメ～

～
えさが

ウメ～
～

サマーフェスタ201
8

観客を魅了した moani ke ala フラサークル観客を魅了した moani ke ala フラサークル人気キャラクターと記念撮影人気キャラクターと記念撮影

サマーフェスタ

人気キャラクターと記念撮影
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月
、
虻
田
神
社
の
境
内
で
初

　
　

め
て
開
か
れ
た
軽
ト
ラ
市
。

荷
台
に
は
、
新
鮮
な
野
菜
や
果
物

な
ど
が
手
作
り
の
木
箱
に
並
べ
ら

れ
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
買
い

物
客
を
呼
び
寄
せ
る
大
き
な
声
が

響
き
ま
す
。

　
主
催
し
た
の
は
、
昨
年
12
月
に

設
立
し
た
「
え
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
洞
爺
湖
町
と
豊
浦
町
の
若

手
農
家
８
人
が
集
ま
り
、
食
を
通

じ
て
地
域
に
笑
顔
を
作
ろ
う
と
結

成
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
「
え
ん
」

スポットライト

Spotlight

えんプロジェクト代表

小 林 裕 司さん

東奔西走

profi le
昭和 62 年２月 12 日生まれ。
趣味は旅行とスポーツ観戦。大
学時代には、道内の道の駅を
全制覇した行動派。成香在住。
31 歳。

ワンショット今月の

　　天下の取材が続き、肌が真っ黒に日焼けしました。皮
　　も剥けてしまい、シャワーに入る度にヒリヒリして痛い
です。これからもっと日焼けして黒くなることでしょう。（C.K）
　　マーフェスタの最後に行われる水中花火 108 連発。撮
　　影で 108 連発を表現しようと多重露光を行いましたが、
タイミングが難しかったです。また挑戦します。（H.S）

に
は
、
人
と
人
の
「
縁
」
が
繋

が
っ
て
「
円
」
に
な
り
地
域
を
活

性
化
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
を
務
め
る
小
林
さ
ん
は
、

網
走
市
の
大
学
を
卒
業
後
、
農
業

を
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
同
市

に
あ
る
農
業
法
人
に
２
年
間
勤

め
、
24
歳
の
時
、
U
タ
ー
ン
。
現

在
は
小
林
農
園
の
４
代
目
と
し
て
、

ビ
ー
ト
や
小
豆
、
小
麦
な
ど
多
く

の
農
産
物
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
A
コ
ー
プ
洞
爺
店
に
続
い
て
、

同
豊
浦
店
も
閉
店
。地
域
の
人
が
、

地
場
産
の
食
材
を
気
軽
に
買
え
る

場
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現

状
に
危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　
「
行
動
し
な
い
と
何
も
始
ま
ら

な
い
。
ま
ず
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
」
と
仲

間
と
と
も
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
の
移

動
販
売
を
計
画
し
、
え
ん
プ
ロ
市

と
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
こ
の
市

は
、
生
産
者
と
消
費
者
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、

お
互
い
が
よ
り
近
い
存
在
に
な
っ

て
い
く
こ
と
も
大
き
な
目
的
の
一

つ
で
す
。

　
こ
の
地
域
は
、
米
や
野
菜
、
果

物
、
魚
介
類
な
ど
、
多
種
多
様
な

食
材
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
活
動
を
続
け
、「
今
後
は
、

漁
業
者
や
加
工
業
者
を
含
め
、
地

域
に
あ
る
も
の
全
部
を
揃
え
た
移

動
販
売
に
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
り
ま
す
。

　
「
大
き
な
夢
は
、
み
ん
な
の
力

を
合
わ
せ
て
、
農
業
だ
け
じ
ゃ
な

く
地
域
産
業
全
体
で
町
を
活
気
づ

け
る
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
い
い

で
す
ね
」　

　
え
ん
プ
ロ
市
は
、
9
月
、
10
月

も
開
催
さ
れ
ま
す
。　

コンサドーレ幼児サッカー教室

炎

サ

地
場
産
食
材
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
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